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大人→大人の発話では・・・

A. 「ごはんを食べたいんですが、上手くつかめず、こぼしてしまっています」

B. 「次は女の子がごはんを箸で食べようとしているけど、中々上手に食べら

 れない。ボロボロ落としてますね。」

C. 「女の人がご飯をたべようとしてこぼしている。」

D. 「女の子がごはんを食べようとしているんだけど、箸の間からごはんがおっ

 こっちゃってたべれなかったところ。」

E, 「ご飯を食べようとして落としてしまいました。」



養育者→子の発話では・・・

A. 「あ、ご飯食べるけどポロポロポロポロおこっちゃった。上手にお箸が使えないんだ

 って。ポロポロポロポロッ……て。あ、ごはんがおこっちゃった。コロコロコロって。」

B. 「姉ちゃんがご飯食べてるよ。ポロポロポロポロ……あれれれ。みてみてほら。お口

 からでちゃった。ポロポロポロ。あれれれれ。なんかもれちゃった。あれぇ、上手に食べ

 られない。ポロン、ポロポロン、ポロポロン。あら落っこっちゃった。」

C. 「ｘｘくん、ご飯食べてるよ。あ、おっこちゃった。ボロッて。うん。ほら。あん、あー、ボ

 ロッ。ボロボロッ。ご飯食べれないねぇ。」

D. 「ご飯食べてるよ。モグモグ。ご飯食べてるんだけど、ポロポロっておっこちゃった。

失敗しちゃった。ムシャムシャ、あれれって、おっこちゃった。あれぇって。」

E. 「ほら、アレ、ご飯おとしちゃった。ご飯が。まんま落ちちゃったね。あれ、ポロって。

 ごはんばボロボロだねぇ。あれれれれ。」



研究の背景

• 言語獲得期におけるオノマトペの運用

– 子どもも養育者も非常に頻繁にオノマトペを用い
 て形状，動作，心情を表現する

 (e.g.南雲, 2006; Yoshida & Smith, 2006 )

– 量的にも，質的にも，大人相手の発話における運
 用とは異なる



研究の背景

• 類像性(iconicity)が言語獲得に果たす役割
– 記号の形式と指示対象との間にある何らかの類似性(直接

 性) 
(e.g. Akita, 2008; Heiman, 1980; Hamano 1998; Oda 2000)

– 言語的手がかりによらず，身体的な動機付けをベースに意
 味を推測できる？

• 語彙的類像性の高い語は子どもにとって理解しやす
 い？

– 即時マッピングにおける音象徴的手がかりの役割
 (e.g. Imai, et al., 2008; Kantartzis et al., 2009)

–



研究の目的

• 語彙的類像性の程度の違いが，子どもの理
 解の程度に影響を与えるかどうかを検討する

– 日本語オノマトペにおける意味的区分を題材とし
 て利用



研究の目的

• 日本語におけるオノマトペの意味的区分
– 擬音語 (音, e.g., “かたかた”); 擬態語(様態, e.g., “うろう

 ろ”)；擬情語(心情, e.g., “わくわく”)
•

• 語彙的類像性仮説(The lexical iconicity hierarchy) 
(Akita, 2008; Iwasaki et. al, 2007)

– 擬音(類像性：高) > 擬態
 

> 擬情 (類像性：低)
– 理解しやすい

 
< - >  理解しにくい？

 
→今回この仮説を実験的に吟味



実験

• 予備実験

– 刺激作成のための予備実験

• 本実験

– 語彙的類像性の違いが子どもの語意推測に影
 響を及ぼすか否かの検証



実験
• 予備実験：刺激の選定

– 角岡(2007)を基準に，39の擬音，擬態，擬情語に属する日
 本語オノマトペを選定し

 (擬音，擬態，擬情それぞれ13ずつ)
– ，その事態を表したアニメーションを作成

“ざぶ”(音) “きょろ”(態) “もじ”(情)




実験
• 予備実験：刺激の選定

– 被験者：大学生55名 (擬音アニメ19, 擬態アニメ18, 
擬情アニメ18) 

• それぞれのアニメがこちらが想定している音にマッチして
 いるかどうかを7段階で評定(1：全く合っていない，7：良く
 合っている)

• 結果39中36の動画について，こちらの想定した音が最も
 合致していることを確認(M=6.4, SD=.35)



本実験
• 実験の方法：強制選択課題

• 刺激の準備
– 基準刺激の作成

• 予備実験の結果最もアニメーションとの一致が高かったアニメーショ

 ン18(擬音6，擬態6，擬情6)を基準刺激として用意

• 更に18の基準刺激それぞれに対して，もっとも“一致していない”アニ

 メーションとペアを構成



Standard

※Standardが正解

“ざびっている”のはどっち？



本実験

• 被験者
– 3歳児 (26名：平均月齢42ヶ月)
– 5歳児(26名：平均月齢64ヶ月)

• 手続き
– 幼児はランダムに提示される18のアニメーション

 のペアを見る(実験に入る前に5回練習)
– それぞれのペアに対して，基準刺激に対応する

 新奇動詞を提示し，どちらのアニメーションが新
 奇動詞の示す意味に近いかを答えてもらう



結果

•3歳児，5歳児共に，チャンスレベル(50％)よりも有意に正しいアニメーショ

 ンを選択することができる

 
(ps.<.05)

•2要因分散分析->年齢及びオノマトペの主効果，年齢*交互作用を検出

•多重比較の結果3歳では音>情，5歳では態>情，態>音(ps.<.05)
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結果
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Correlation between month age and correct rate

•月齢と正答率との相関を取ると，音＜態，情と相関が異なる

•擬音的オノマトペの音象徴性の理解は月齢により変化しないが，態，情に

 関しては年齢を経ることでその意味の“学習”を進めている

*
*

.11

.40 

.51  



議論

• 獲得初期の語意学習においては，身体的/感覚的
 情報と言語的音情報を柔軟に結び付ける？

– 但し，態＜情の関係は？？
– 心理的バイアス？Biologicalな要因？

 (cf. . Arata et al., 2010 ; Ramachandran & Hubbard, 2001) 

• 学習される音と知覚の関係は？
– 類像性の低い(言語体系の慣習性に相対的に強く組み込

 まれた)オノマトペの意味は，時間をかけた学習により獲
 得する必要がある

– その学習のメカニズムは，一般語彙と同じ？それとも異な
 る？



今後

• 本実験の追試(現在進行中)
– 既知語の語彙的知識を用いた可能性

 →非日本語話者への同アニメーションを用いた実験
 を実施中

– 産出との関係
 →アニメーションを用いて産出実験を実施中

 どのような弁別素性が現れ，また大人と異なるか

• 言語獲得期における身体感覚と言語の意味

– マルチモーダルな共感覚的表現の理解は大人とど
 う異なるか？
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